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１ 総 則

パートA -近代五種

1.1 適用範囲
以下のルールは、カテゴリー「A」および「B」に分類されるすべての公式UIPM競技会に適用されなけれ

ばならず、カテゴリー「C」競技会での合理的かつ実行可能な範囲での適用が推奨されます。

1.2 年齢区分
特に明記されていない限り、これらのルールは、男性と女性の両方で、シニア、ジュニア、ユース、マス

ターズのすべての年齢層に適用されます。

1.2.1 年齢区分

1.2.2 年齢の計算
i)   五種競技の年齢は、競技の年から生年月日を差し引いてカウントされます。月と日は考慮されません。
ii)  マスターズ競技を除き、五種競技選手は、その年齢区分よりもすぐ高い年齢区分で競技することがで
きる。管轄の国内機関の許可があれば、五種競技選手は任意のより高い年齢区分で競技することがで
きます。

1.3 競 技
1.3.1 種 目

i) 近代五種競技の5種目は、フェンシング、オブスタクル、水泳、レーザーラン(レーザーシューティン
グとランニング)の4イベントで構成されています。これらのルールは、テトラスロン(近代五種5種目の
うち4種目を任意に組み合わせたもの)にも適用されます。

ii) ジュニア競技は、フェンシング、オブスタクル、水泳、レーザーランの4イベントの5種目で構成さ
れています。

1.3.2 乗馬競技
近代五種競技で、まだライディング種目が含まれているもの(マスターズなど)については、本書の最後

に掲載され、それらの種目にのみ適用されるルールのライディングの章を参照してください。

1.3.3 ユース競技における種目
i) 19歳以下と17歳以下の競技は、フェンシング、オブスタクル、水泳、レーザーランの4イベント5種
目で構成されています。

ii) 15歳以下の競技会は、障害物、水泳、レーザーランの3イベント4種目で構成されています。
iii) 他のすべてのユース大会では、水泳とレーザーランのみが義務付けられています。
iv) LOCには、必要に応じて他のイベントを1つ以上含めることができます。

9歳以下
11歳以下
13歳以下
15歳以下
17歳以下
19歳以下
ジュニア
シニア
マスターズ30歳以上
マスターズ40歳以上
マスターズ50歳以上
マスターズ60歳以上
マスターズ70歳以上



1.4 カテゴリー

1.4.1 UIPM公式の近代五種競技
カテゴリーA：オリンピック、ユースオリンピック、世界選手権、大陸選手権と大陸大会、ワールド

カップとワールドカップ決勝、チャンピオンオブチャンピオンズ
カテゴリーB：地域選手権と地域大会、世界マスターズ選手権とコンチネンタルマスターズ選手権、

その他の世界ランキング大会
カテゴリーC：その他の国際大会およびUIPM加盟連盟が主催するあらゆる種類の国際選手権。LOCは、

必要な数の国内連盟を招待して参加させなければなりません。

1.4.2 UIPM TD / NTOの統制
カテゴリーAおよびBの競技は、UIPM TD/NTOの義務的な管理下にあります。カテゴリーCのコンペ
ティションでは、第1.19.2条ii.に定められた基準を満たしていれば、TD/NTOを任命することができます。

1.4.3オリンピックとユースオリンピック
カテゴリーAの競技会のルールは、UIPM EBとIOC執行委員会が合意したOG予選ルールと矛盾しない限
り、OGとYOGにも適用されます。

1.5 競技会形式

1.5.1 個人競技会
i) UIPMの個人競技会は、1日で競技会を開催します。すべてのイベントは、1つのサイトで、互いに徒
歩圏内で行われることが義務付けられています。また、個人成績の近代五種ポイントを使用して、
チーム成績を含めることもできます。

ii) カテゴリーBおよびCのシニア、ジュニア、ユース、マスターズの大会は、特別な事情により1日また
は2日で開催される場合があります。

1.5.2 リレー競技会
リレーチームは2人のアスリートで構成されています。リレー競技は、1日で競技会が行われる必要が
あります。カテゴリーAの競技では、男子と女子のリレーが1日、混合リレーが2日目に行われます。

1.5.3 新競技形式
2025年と2026年にテストイベントとして使用される競技の新しいモデルと形式は、UIPM EBによって
決定され、オリンピックのオリンピック予選期間の開始前に通知されます。

1.6 競技順

1.6.1 個人とリレー
i) カテゴリーAの準決勝と決勝では、種目の順序は次の通りでなければならない:
フェンシング、オブスタクル、水泳、レーザーラン

ii) カテゴリーA競技の準決勝および決勝では、種目間の指定インターバル(休憩)は以下の通りとする:
a) フェンシングとオブスタクルの種目の間に5分間の休憩を取ります。
b) オブスタクルと水泳の種目の間に5分間の休憩を取ります。
c) 水泳とレーザーランの種目の間に10分間の休憩があります。

iii) カテゴリーAの大会で準決勝に進出した選手の後、準決勝の前にフェンシングのシーディングラウン
ドが1回行われ、準決勝と決勝の両方で有効になります。オリンピック、ユースオリンピック、ワール
ドカップファイナルでは、フェンシング世界ランキングが準決勝と決勝の両方で選手のシード順決定
に使用されます。レーザーランは、常にハンディキャップスタートで開催する必要があります。

iv) カテゴリーAコンペティションの準決勝の予選および他のすべてのコンペティションでは、イベント
の順序が異なり、LOCのニーズに合わせて調整される場合があります。ただし、カテゴリーAコンペ
ティションの準決勝の予選では、レーザーランが最終イベントでなければなりません。



1.6.2表彰式
勝利式は、抗議の有無にかかわらず、最終イベントの直後に行われます。カテゴリーAの競技会では、

LOCは勝者の国の国歌を演奏し、メダリストの国旗を掲揚しなければならない。選手は表彰台で代表ユ
ニフォームを着用し、野球帽や帽子を着用してはいけません。
ヘッドスカーフは許可されています。旗、携帯電話、カメラ、電子機器、ボトル、スポーツ用品、政
治的声明、認定証書は表彰台に持ち込むことはできません。

パートB –競技会

1.7 競技会の種類
1.7.1 UIPMカテゴリーＡ競技会

i) オリンピックとユースオリンピック
OGとYOGは、個人種目とYOGの混合リレー競技で男女ともに4年ごとに開催されます。IOCとUIPMの

間には、特別な資格と参加ルールが定められています。また、参加人数に限りがあります。
ii) UIPM個人世界選手権

UIPM五種世界選手権は、シニア、ジュニア、19歳以下、17歳未満、15歳以下の年齢層で毎年開催さ
れます。シニア、ジュニア、U19、U17、U15の世界選手権は、原則としてワールドカップシリーズの終
了後に開催される。15歳未満の年齢層では、男女リレーと混合リレーを選手権に含めるべきである。
レーザーラン、バイアスル/トライアスル、マスターズ世界選手権については、サブスポーツ固有のルー
ルを参照してください。

iii) UIPMリレー世界選手権
UIPMリレー世界選手権は、シニア、ジュニア、19歳未満、17歳未満の年齢層で毎年開催されます。

iv) ワールドカップシリーズ
毎年、4～6回のワールドカップ大会とワールドカップ決勝戦が3～6か月の期間にわたって開催されま

す。シリーズ全体は「ワールドカップシリーズ」と呼びます。これらの競技会は、異なる大陸で開催さ
れます。NFは、ワールドカップファイナルに加えて、各暦年に1つのワールドカップ大会のみを開催す
ることができます。

v) 大陸選手権
すべてのUIPM大陸連盟は、シニア、ジュニア、19歳未満、17歳未満、15歳未満の年齢層を対象とし

た大陸選手権を開催する権利を持っています。リレー競技が含まれる場合があります。シニア及びジュ
ニアの年齢カテゴリーの大陸選手権は、ワールドカップシリーズまたは世界選手権と同じ日に開催する
ことはできません。大陸選手権、及びUIPM連盟が主催する他のすべての地域大会は、UIPMルールの適
用に該当し、毎年恒例のUIPMカレンダーに記載される必要があります。大陸連盟とLOCの合意により、
大陸選手権の主催者は、大陸シニア、ジュニア、19歳以下、17歳以下、15歳以下の選手権を、開催大陸
以外の大陸の選手に開放することができる。開催国以外の大陸に属する選手が優勝した場合、大陸のタ
イトルとメダルは、開催大陸の最初の選手とチームに与えられる。

vi) チャンピオン・オブ・チャンピオンズ
チャンピオン・オブ・チャンピオンズ・コンペティションは、毎年、個人と混合リレーで開催されま

す。原則としてシーズン最後の大会となります。参加者は、特定の基準に従ってUIPMによって招待され
ます。

1.7.2 UIPMカテゴリーＢ競技会
i) 世界ランキング大会
世界ランキング大会は、シニア、ジュニア、19歳未満、17歳未満、または15歳未満が主催する一般的

な国際大会であり、資格のあるすべての参加者に開放されています。これらは、UIPMルールおよび
UIPM TD/NTOの監督に該当します。それらは、毎年恒例のUIPMカレンダーに記載されている必要があり
ます。結果はPWRにカウントされます。

ii) 地域大会
「地域」とは、複数のUIPM加盟連盟の領域を意味します。地域コンペティションが第1.19.2条ii.に定

められた基準を満たす場合、TD/NTO を任命する必要があり、地域コンペティションはワールドランキ
ングコンペティションとなります。



1.7.3 UIPMカテゴリーＣ競技会
このカテゴリーには、以下のようなコンペティションが含まれます。

i) オープンナショナルチャンピオンシップ。第1.19.2条に定められた基準を満たし、TD/NTOが任命され
た場合、国内選手権は世界ランキング大会となります。

ii) マスターズ大会
iii) 特定のユース大会

1.8 UIPMコンペティションへの応募
1.8.1 世界選手権、ワールドカップシリーズ、チャンピオンの中のチャンピオン

UIPM世界選手権、ワールドカップファイナル、ワールドカップ、チャンピオン・オブ・チャンピオン
ズへの応募は、UIPM NFまたはBiddingCitiesがUIPM HQを通じてUIPM EBに提出し、UIPM HQから入手で
きる特定の詳細な入札フォームに記入する必要があります。TCが意見を述べ、提案を行います。立候補
完了の締め切りは、イベントの3年前にUIPM EBによって設定されます。

1.8.2 大陸及び地域選手権
大陸選手権およびその他の地域大会への応募は、関連する大陸連盟が定めた期限(大陸選手権の場合は

イベントの2年前)に従って、関連する大陸連盟の会⾧に書面で提出する必要があります。
1.8.3世界ランキング競技会

ワールドランキング大会への応募は、当該大会の前年の8月31日までに、スポーツの執行役員および
UIPM本部に電子メールで書面で提出する必要があります。世界ランキング大会がオリンピックランキン
グの地位を得るには、提出期限はオリンピック予選期間の開始12か月前です。

1.8.4 その他の競技会
他のすべてのUIPMコンペティションでは、応募手続きは必要ありません。

1.9 UIPM競技会の割り当て

1.9.1 割り当て
UIPM世界選手権、ワールドカップシリーズ、チャンピオン・オブ・チャンピオンズの会場は、UIPM 

EBによって指定されます。大陸選手権および地域大会の開催地は、関連する大陸連盟の規約によって認
可された機関によって割り当てられる。

1.9.2 職務宣言 -署名
UIPM NF又は立候補都市は、 UIPM World Championships、World Cup Series、Champion of Champions
の開催が決定した場合は、職務宣言書に署名し、署名された入札書類を遵守する義務があります。

1.9.3 年間UIPMカレンダー
上記で定義したように、UIPMコンペティションの年間カレンダーは、UIPM本部が認定及び作成する

必要があります。毎年恒例のUIPMカレンダーは、UIPM EBによって承認されています。UIPM本部は、す
べてのNFにカレンダーを配布します。カレンダーは継続的に更新する必要があります。カテゴリーAの
競技会とオリンピック予選/ランキング競技のカレンダーは、2年前に発表されます。



1.10 招待状

1.10.1 招待状スケジュール

一般的なUIPMコンペティションへの参加の招待状は、コンペティションの少なくとも90日前に、関係す
るすべてのNFに宛てて、良好な状態で送付する必要があります。招待状は、UIPM本部および/または大陸
連盟から送付されます。オシアル招待状は、UIPMが任命したTD / NTOとUIPM本部に同時に送信する必要が
あります。。

1.10.2 招待状の項目
招待状には、次の内容を明記する必要があります。
i) コンペティションの形式
ii) イベントの順序
iii) スイミングプールの⾧さと種類
iv) 走行面素材と特別なシューズの要件
v) 使用されるターゲットの性質と特性
vi) 招待されるペントアスリートとオフィシャルの数
vii) TMの日時、武器検査とイベント
viii) エントリー上の費用的条件（宿泊施設など）
ix) 組織されたトレーニング施設の性質と範囲
x) 情報提供、予備、および最終エントリーの受領日および/またはオンライン登録日、これは、名前

とUIPM ID番号によるものとします。
xi) 関連する住所、競技会の72時間前及び競技会中のLOCの電話並びに電子メール
xii) 関連するビザ条件
xiii) 当該国のレーザーピストル規制
xiv) オブスタクル競技の詳細（形状、表面、オブスタクルの種類）
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1.11 UIPM大会の各種プログラム
1.11.1 世界選手権個人選手権(シニア&ジュニア) 

準決勝の予選では、20～36人のペントアスリートのグループが形成されます。十分な射撃
ポジションが利用可能な場合、最大38人のペントアスリートのグループが許可されます。

i) 五種競技選手をグループに入れる方法は、現在のPWRリストに従って、次のように行われます。

ii) 同一NFの五種競技選手は、上記i)の規定に従って予選グループに振り分けられるものとする。同じNFの選
手の数がグループの数を超え、均等な配分が達成できない場合、どのグループにも、他のグループと比較し
て、同じNFの選手が1人以上追加されることはないものとします。このような場合、再配置は、本記事で概
説されている分配条件が満たされるまで、NF下位のアスリートを後続のグループに順番に移動することから
開始するものとします。



iii) 次の数の五種選手が準決勝に進出します: 
a) 2 グループ -各グループの上位 18 人
b) 3 グループ -各グループの上位 12 人
c) 4 グループ –各グループの上位 9 人

iv) 五種競技者が怪我や病気によりスタート前に準決勝および/または決勝を棄権した場合、その五種競
技者は、すべてのグループで最高得点を獲得した、まだ出場権を獲得していない次の五種競技選手と
交代します。

v) 36人の五種選手が、18人の選手からなる2つのグループに分かれて準決勝に出場します。参加選手
の数に応じて、コンチネンタルチャンピオンシップ、コンチネンタルゲームズ、その他のUIPMカテゴ
リーB及びCの競技では、準決勝の選手の数が異なる場合があります(10～17人)。選手を2つのグルー
プに振り分けることは、現行のPWRリストに従って行われ、第1.11.1条(i)を適用する必要があります。

vi) 18人の五種選手が決勝に出場し、次の数の五種選手が決勝に進出します:準決勝各グループ上位9名
vii) 世界個人選手権大会には、個人とチームのクラス分けがなければならない。
viii) これらのルールはCChにも適用されます。

1.11.2 世界選手権個人選手権(19歳以下、17歳以下、15歳以下)  

準決勝の予選では、20～36人のペントアスリートのグループが形成されます。十分な射撃
ポジションが利用可能な場合、最大38人のペントアスリートのグループが許可されます。

i) 五種競技選手をグループに入れる方法は、現在のPWRリストに従って、次のように行われます。

ii) 同一NFの五種競技選手は、上記i)の規定に従って予選グループに振り分けられるものとする。同じNFの
選手の数がグループの数を超え、均等な配分が達成できない場合、どのグループにも、他のグループと
比較して、同じNFの選手が1人以上追加されることはないものとします。このような場合、再配置は、本
記事で概説されている分配条件が満たされるまで、NF下位のアスリートを後続のグループに順番に移動
することから開始するものとします。

iii) 36名の五種選手が決勝に進出します。
iv) 次の数の五種選手が決勝に進出します: 

a) 2 グループ -各グループの上位 18 人
b) 3 グループ -各グループの上位 12 人
c) 4 グループ –各グループの上位 9 人

v) 五種選手が怪我や病気によりスタート前に決勝を棄権した場合、その五種競技選手は、すべてのグルー
プで最高得点を獲得した、まだ出場権を獲得していない次の五種選手と交代する。

vii) 世界個人選手権大会には、個人とチームのクラス分けがなければならない。
viii)    これらのルールはCChにも適用されます。

1.11.3 リレーの世界選手権(シニア、ジュニア、U19、U17) 
i) 性別リレーチームは、同じ国の同じ性別の2人のペントアスリートで構成されています。
ii) 混合リレーチームは、同じ国の男性五種選手1名と女性五種選手1名で構成されています。
iii) これらのルールはCChにも適用されます。



1.11.4 ワールドカップシリーズ
i) ワールドカップの大会は、男女各3日間、個人戦5日間で開催されます。個人準決勝は36人の選手が2つ
のグループに分かれて行われ、決勝は18人の選手が編成されます。第1.11.1条を適用する必要がありま
す。ワールドカップの大会は通常、個人順位のみ有効ですが、LOCが希望する場合は、チーム分類に対
して賞品が授与される場合があります。

ii) ワールドカップファイナルは、男女の3日間で開催され、男女別の準決勝、決勝が行われます。

1.12 五種選手の参加
1.12.1 UIPM国際ライセンス

UIPM国際ライセンスを保持している五種選手のみが、カテゴリーA及びBの競技会に出場できます。

1.12.2 世界選手権個人選手権への参加
i) すべてのNFは、登録数が無制限の15歳以下の世界選手権を除き、性別ごとに8人のアスリートをエント
リーする権利を持っています。

ii) 同じ国の4人以上のペントアスリートが準決勝/決勝に出場する場合、各NFはどの4人の五種選手が準決
勝/決勝に参加するかを選ぶことができる。

1.12.3 リレー世界選手権への参加
リレー世界選手権は、すべての国内連盟に開放されています。チャンピオンシップには、17歳未満、19
歳未満、ジュニア、シニアの年齢グループが含まれ、それぞれ男性リレー、女性リレー、混合リレーのカ
テゴリーの競技が行われます。各国内連盟は、年齢層/リレーカテゴリーごとに1チームを登録する権利が
あります。選手は、割り当てられた年齢層で競技することが認められるものとし、また、男女リレーチー
ムと混合リレーチームの両方で、より高い年齢層のいずれかに参加することもできる。コンペティション
は2つのフェーズで行われ、予選と決勝戦が行われます。

1.12.4 ワールドカップシリーズへの参加
i) すべてのNFは、男女ごとに8人のアスリートをエントリーする権利があります。
ii) 同じ国の4人以上の五種選手が準決勝に出場する場合、各NFはどの4人の五種選手が準決勝に参加する
かを選ぶことができる。

iii) 開催国は、最大12人の五種選手で予選に参加することができます。開催国は、準決勝と決勝に最大6
人の五種選手を出場させることができます。開催国を代表する6人以上の五種選手が準決勝に出場する場
合、開催国は、どの6人の選手が準決勝に参加するかを決定する権利を有する。

iv) ワールドカップファイナルでは、NFおよび性別ごとの最大参加者数は3人の五種選手です。
1.12.5 世界ランキング大会への参加
ワールドランキング大会は、五種選手がPWRリストのポイントを獲得するための大会です。LOCは、競技
をPWRで有効とするために、第1.19.2条ii)に規定されている参加NF及び五種選手の最小数を確保しなければ
ならない。

1.12.6 チャンピオン・オブ・チャンピオンズへの参加
男女各18人の五種選手が、UIPM EBが設定した基準に基づいて、UIPMからチャンピオン・オブ・チャンピ
オンズに招待されます。大陸および開催国の代表が保証されています。

1.12.7 大陸選手権への参加
第1.12.1条、第1.12.2条、第1.12.5条の規定は、それに応じて大陸選手権に適用される。

1.12.8 オリンピックまたはユースオリンピック予選大会への参加
i) オリンピック競技大会またはユースオリンピック競技大会の直接予選大会でもある競技会では、最大人
数は国ごとに男女各4人です。

ii) オリンピックランキングの競技では、オリンピック五種世界ランキングリスト(OPWRまたはYOPWR)に
カウントされ、男女各国ごとに最大4人の五種選手が認められます。空き枠がある場合、開催国は男女各
6人の選手と競うことができる。

iii) オリンピック五種世界ランキング(OPWRまたはYOPWR)の対象となる競技は、大陸選手権ではなく、す
べてのUIPM加盟国に開放されている必要があります。主催者候補者は、オリンピック予選システムで発
表された締め切りまでにUIPM本部に申請書を提出し、UIPM執行委員会がオリンピックまたはユースオリ
ンピックランキングカレンダーに含める可能性を検討する必要があります。



1.13 役員の参加
1.13.1 参加人数

UIPMの競技会では、各NFは、そのNFから2人以上のペントアスリートがいる場合は最大2人、1人のペント
アスリートが出場している場合は1人で、各性別で代表することができます。

1.13.2 その他の方の条件
その他の者は、第1.15条に記載されている財政条件の下で、LOCの同意を得てコンペティションに参加す
ることができます。

1.14 エントリーと認定
1.14.1 エントリーの日付

UIPMカテゴリー「A」および「B」のコンペティションの場合、LOCから要請された場合、予備エント
リーの受領期限はコンペティション開始の6週間前、最終エントリーは30日前です。最終エントリーの締め
切りを逃した場合、NFまたは個々の五種競技者は不参加とみなされ、招待に応じて別のNFまたは五種競技
選手と交代することがあります。

1.14.2 最終エントリー
最終エントリーでは、NFは競技会に参加するペントアスリート、リザーブ、およびオシアルの名前をリ
ストする必要があります。招待された数を超える五種選手と控え選手を含む選手を連れて競技会に到着す
る代表団はいません。

1.14.3 銀行振込
すべてのNFは、最終エントリーフォームを提出すると同時に、宿泊費請求書の合計金額の30%を電子銀行
振込またはその他の方法で組織国/ LOC/ UIPMに送付する必要があります。大会への到着時に、チームの選手
および/または参加者が最終エントリーフォームに記載されている数よりも少なく、到着の少なくとも7日前
に主催者/LOCに通知しなかった場合、NFは参加しなかった各人に対して200ユーロの罰金を組織国/LOCに支
払います。

1.14.4 補欠選手
NFが最終エントリーフォームに記載されている代替の五種選手を大会にエントリーする予定の場合、TMの
少なくとも24時間前にLOCに電子メールで通知する必要があります。最終エントリーは、LOCおよびUIPM TD
が個々の資格グループの開始リストを作成するために使用されます。最終エントリーに含まれていない、ま
たは電子メールで送られる修正案にスターティング五種選手として記載されていない五種選手は、大会に参
加できません。

1.14.5 各参加予定国が出場できなかった場合
最終エントリーの確認後、NFは、確定した性別またはリレーごとに少なくとも1つの五種選手/チームで競
技に参加する必要があります。最終エントリーを送付した後に参加できなかったNFは、UIPMに600ユーロの
罰金を支払います。

1.15 財 務
1.15.1 費用の負担

UIPMの大会では、組織連盟/LOCが大会の費用をすべて負担します。コンペティションの費用には、参加者
のホスティング(現地での交通費、宿泊費、食事代など)は含まれていません。ただし、組織連盟/LOCは、開
催費用(現地交通費、宿泊費、食事代)を賄うために、以下の第1.15.3条に記載されている宿泊施設パッケージ
を提供する場合があります。

1.15.2 大会認定手数料
組織連盟/LOCがNF参加者(五種競技選手、コーチ、同伴者)に宿泊パッケージ(下記第1.15.3条に準拠)を提供
する競技会では、宿泊パッケージを選択し、支払いを行わない参加者は、組織連盟/LOC/UIPMに大会認定手
数料を支払う義務があります。また、組織連盟/LOCが宿泊パッケージを提供していない大会では、組織連盟
/LOCは参加者に大会認定手数料を請求する場合があります。
i) 大会認定手数料は、参加者が本部のホテルから競技会場までの交通手段を利用し、競技中にランチパケッ
トと水/軽食を飲む権利を与えます。

ii) 大会認定手数料の額は、シニアおよびジュニアの競技会では1日あたり75ユーロ、ユースでは競技日ごと
に50ユーロに設定されており、最低3日間の支払いがあります。



1.15.3 宿泊パッケージ
組織連盟/ LOCによって財政的にカバーされていない場合、可能な限り低価格での適切な宿泊と食事は、す
べてのNFおよびUIPM家族に提供されなければなりません。宿泊パッケージには、地元の交通費、宿泊費、食
事代、および認定料と同じ権利が含まれています。NFは、その後、次のいずれかを行うことができます。
i) LOCが提案した宿泊パッケージの提案を招待状で受け入れる、または
ii) 宿泊施設を自分で手配するので、その場合、LOCに認定料のみを支払う義務があります。

1.15.4 カテゴリーA 競技会
入札手続きを通じて落札されたUIPMカテゴリーAの競技会については、競技会が落札された時期に関係な
く、入札文書に記載されている詳細が競技会に適用されます。財務報告書は、競技会終了後6か月以内に
UIPMに提出する必要があります。

1.16 競技運営
UIPM本部は、できるだけ早くUIPMが任命した運営関係者についてLOCに通知します。

1.16.1 UIPMテクニカルデリゲート
i) UIPM TDは、UIPM TCが提案し、UIPM EBが任命するすべての分野において、UIPMレベル3認定国際審査員
です。カテゴリーAの競技会では、TDはTCのメンバーでなければなりません。UIPM TDは、すべてのUIPM
競技会がUIPMルールと契約に準拠して運営されていることを確認する任務を負っています。

ii) UIPM TDはホスト国から来てはならないことが義務付けられています。1人から4人のTDが、競技のレベ
ルと規模に応じて任命されます。OG 3 TDとYOG 2 TDが任命されます。OGまたはYOGの予選となる競技会
では、最低2TDが任命されます。

iii) UIPM TDの旅費および日当(旅行日数を含む)は、UIPMが負担します。フルボードの宿泊費と現地交通費は、
組織連盟/LOCが負担します。

iv) UIPM TDは、その全体的な権限の中で、特に以下の任務を負います。
a) 5つのイベントの会場と設備を検査し、承認すること。
b) LOCが手配した参加者の輸送を検査および承認すること。
c) TMの管理においてLOCと協力し、競争ルールに関する最新情報が利用可能であることを保証すること。
d) 参加者の服装や装備のチェックの手配を監督する。
e) 上訴審の正しい手続き等の管理を確保する。
f) エントリーを確認し、LOC と共にグループ編成を準備します。
g) 競技結果の正確性を確認検証するとともに署名を行い、結果と最終報告書を電子メールでUIPM本部と

TC委員⾧に迅速に送付します。
h) LOCがこれらの競技結果をUIPM本部に迅速に送信できるようにします。

1.16.2 UIPMナショナルテクニカルオブザーバー
i) カテゴリーBまたはCの競技会では、UIPM 技術委員会の委員⾧が TD の代わりに TD の代わりに UIPM NTO 
を指名することができます。

ii) NTO は次の要件を満たす必要があります。
a) すべての分野でUIPMレベル3認定の国際審判員であること。
b) 国内または競技会が開催される場所の近くに住んでいます。
c) 国内主催者の競技会役員に統合され、その国際競技会に常時出席します。
d) 競技会の期間中、その権限は保証される。

iii) UIPM NTO の日当はUIPM 負担。フルボードの宿泊費と現地交通費は、組織連盟/LOCが負担します。
iv) NTO は、競技会において TD と同じ義務を負います。
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1.16.3 UIPM国際審判員
i) 競技会のレベルとサイズに応じて、最低2名から最大9名がUIPM TCによって UIPM公認審判員リストから
選ばれ、UIPM EBによってカテゴリーAおよびB競技会の国際審判員として行動することが承認されます。

ii) UIPM IJは、すべてのイベントで組織連盟/LOCが利用できますが、フェンシング、オブスタクル、レー
ザーランではUIPM IJを使用する必要があります。審判員は、自分の連盟の五種競技選手を含む試合やレー
スで審理することはできません。。

iii) IJのNFは、UIPM IJの本国から競技会場までの航空券の費用をカバーします。UIPMは、就業日と出張日、
その他の費用と日当をカバーします。組織連盟/LOCは、宿泊費、食事代、現地交通費を負担します。

iv) UIPM国際審判員は、特定の技術ガイドラインで定義されている資格を得る必要があります。

1.16.4 UIPMメディカルデリゲート
i) 1人のMDは、UIPM世界選手権およびその他の主要なイベントに対して、UIPMアンチ・ドーピング手順お
よびUIPMメディカルルールの遵守を確保し、病気や負傷したアスリートに薬物を投与しようとするチーム
キャプテンに助言するために、WADAコードで禁止されている物質や方法が誤って使用されないようにす
るために、UIPM医学委員会の委員⾧によって任命されます。

ii) UIPM MDの旅費および旅費(旅行日数を含む)は、UIPMが負担します。フルボードの宿泊費と現地交通費
は、組織連盟/ LOCが負担します。

1.16.5 UIPMビジネス業務代表
i) 各カテゴリーAの競技会について、UIPMは、マーケティング宣言に基づく義務を負うペンタリン選手およ
びチーム選手のコンプライアンスLOCを監視および実施する責任を負うUIPMビジネスAエアデリゲート
(BAD)を任命します。。

ii) UIPM BADの旅費および旅行日数を含む日当は、UIPMが負担します。フルボードの宿泊費と現地交通費は、
組織連盟/ LOCが負担します。

1.16.6 上訴審判員
i) 他のUIPMカテゴリーA競技会では、上訴審の審判員は7人のメンバーで構成されています。他のすべての

UIPM競技会では、5人のメンバーで構成されています。
ii) オリンピック、世界選手権、ワールドカップでは、このうち2人がTDです。

a) 3人目の上訴審判員は、近代五種競技の5つの国際審判員資格を保有したLOCの代表である。
b) さらに 3 人のメンバーはUIPM TC のメンバーである必要があります。
c) 7人目の上訴審判員は、近代五種競技の5つの国際審判員資格を保有するチーム代表でなければならな
い。このNFの代表者は、関連する大会で開催される最初のTMでチーム代表によって選出されます。

d) UIPM TCのメンバーは、近代五種競技の国際審判員資格を持つ者と交代することができる。
iii) UIPMカテゴリーB競技会では、5人の上訴審判員のうち1人がUIPM TD/NTOであり、委員⾧を務める必要
があります。上訴審判員はさらに、5つの近代五種競技の国際審判員資格を保持しなければならないLOCの
代表者1人で構成される。
a) 他の2名の上訴審判員は、近代五種競技の5つの国際審判員資格を保有した審判員でなければならない。
b) 5人目の上訴審判員は、近代五種競技の5つの国際審判員資格を保有するチーム代表でなければならな
い。このNFの代表者は、関連する大会で開催される最初のTMでチーム代表によって選出されます。

iv) 上訴審判員には、イベントディレクターを含めることはできません。以下の第1.16.6項v)で紛争が発生し
た場合に備えて、5つの種目について国際審判員資格を持つ予備メンバーを任命することが推奨される。

v) 国家または指導者が関係する事項で、審判委員⾧または審判員が市民であるか、またはこの国のために
働いている場合、この委員は不適格とみなされ、投票または参加する権利を持たないものとする。委員⾧
が不適格と判断された場合、控訴審の年齢順の上級委員が委員⾧に就任する。ディスカッションと投票は、
不適格者の立ち会いや参加なしに行われます。

vi) 上訴審判員の選挙は、最初のTMで挙手によって行われ、NFごとに1票が投じられます。



vii) 上訴審判員は、上訴と抗議を決定するために会合を開き、また、五種競技ディレクターまたはUIPM 
TD/NTOの要請に応じて、UIPMイベントの過程で提起された物議を醸す法的問題を決定するために会合しま
す。UIPMルールが予期せぬ場合、または例外的な状況において、UPMルールの意図、目的、目的を十分に
尊重してスポーツ精神で決定を下すことは、上訴審判員の義務である。

viii) 上訴審判員は、Laser Runコンペティションの終了直後に集まり、授賞式の前に決定を下します。失格、
懲戒処分、または懲戒処分を受ける可能性がある場合、五種競技のディレクター、および関連するすべて
の場合、関連するイベントディレクターは、抗議または上訴された決定の理由を述べなければなりません。
関係者には、法的な聴聞会の機会とアドバイザーのサービスへのアクセスが与えられなければなりません。

ix) 上訴審判員の決定は、関係者またはその顧問の立ち会いなしに秘密投票によって行われます。過半数の
投票が許容されます。疑義がある場合、上訴審判員は、失格、懲戒処分、または懲戒処分の対象となる人
物に有利な決定を下さなければなりません。投票数が同数の場合、上訴審判員⾧はさらに決定票を持って
います。決定の条件と簡単な理由は書面で記載され、UIPMの敷地内に保管されます。不服申立てや抗議は、
関係者の不当な不出頭の場合、却下されます。

x) 上訴審判員は、証拠の承認または評価に制限されていません。その決定は最終的なものです。

1.16.7 ローカル組織委員会(LOC) 
i) LOCの憲法、責任、および義務は、第1.8条に基づいて提出された入札フォームおよび第1.9条に基づく宣
言に従わなければなりません。

ii) LOCは以下を任命する必要があります。
a) 五種競技のディレクターで、5つの競技のIJライセンスを保有し、上訴審判員として行動する権限を持
ち、LOCを代表してUIPM TDとの連絡役を務め、UIPM TDの監督下にある競技会でのUIPMルールの適用に
責任を負う者。

b) UIPM競技規則に記載されているすべての規律当局の職務と責任を引き受ける資格のある国内技術役員
及びスポーツ専門のボランティア。

c) LOCのメンバーとボランティアは、コンペティションの時点で有効な入札文書、職務宣言、UIPMルー
ル、法令、ガイドラインに従って、UIPMイベントを成功裏に開催するための要件を管理します。

iii) LOCは、競技会の時点で有効なUIPMルール、規制、ガイドラインに記載されているすべての機器とイベ
ントのロジスティクスを提供する責任があります。

iv) LOCは、競技会の最終結果を、UIPMが示す適切な形式で、技術委員会委員⾧およびUIPM本部に直ちに送
付しなければならない。

1.16.8 テクニカルミーティング
i) テクニカルミーティング(TM)は競技会の一部であり、競技会の最初のイベントの前に開催されます。各男
女別大会の前日に行われるTMは、性別ごとに異なるものでなければなりません。すべての参加チームの
コーチまたは代表者の出席は必須です。各チームは、最大2人のメンバーで代表される権利があります。
TMに出席できないチームは、必要なデータ(ペンタロン選手の名前、ライセンスID番号、水泳の結果、チー
ムの開始位置など)を少なくとも24時間前にLOCに通知し、他の国または団体に彼らを代表するように委任
する必要があります。TMに代表として参加していないチームは、競技会を開始することはできません。

ii) TMでは、参加者の点呼が行われ、イベントディレクター、国際審査員、メディカルデリゲートがチーム
に紹介されます。競技会に関する指示が与えられ、上訴審判員の選挙が行われなければなりません。次の
情報を配布する必要があります。
a) 交通費や食事を含むプログラム
b) 医療計画
c) オブスタクルコース計画
d) レーザーランコースの詳細
e) 競技会の予選各グループの構成及びフェンシング、オブスタクル、水泳のスタートリスト(点呼後に準
備する)。

f) 武器検査の情報
g) 準決勝と決勝では、最低3人のリザーブアスリートがスタートリストに登録されます。



1.17 スタートリストとスタート順
1.17.1 リレーにおけるチーム内の選手順

i) リレーの異なる種目の開始順序は、TMの前に各参加チームメンバーのチーム代表者が書面で宣言する必
要があり、UIPM TDによって承認された後は変更することはできません。TM後に登録された五種競技選手
を交代させることはできませんが、不可抗力の場合を除き、UIPM TDの決定によって決定されるものとしま
す。

ii) 混合リレーは、まず女性が出場し、次に男子が出場します。

1.17.2 スタートリストの公開
i) LOCは、TMのフェンシング、オブスタクル、水泳の予選イベントのスタートリストを公開する必要があ
ります。フェンシング・ダイレクト・エリミネーションの開始前に、参加するすべてのNFにLOCからス
タートリストが提供されなければならない。レーザーランのスタートリストは、前の競技の終了から5分後
に利用可能でなければなりません。メディア、VIP、および一般の人々も、アプリケーションおよび/また
はサイトの大型ディスプレイスコアボードでスタートリストを受け取る必要があります。

ii) アスリートが前の種目でDNFまたはDNSを持っている場合、次の種目に参加することができます。選手/
チームは、すぐに、遅くとも次のイベントの開始10分前には参加を確認する必要があります。選手の名前
は、不参加の場合に備えて「DNS」と記されたままスタートリストに載っています。

1.18 競技結果
1.18.1 近代五種競技のポイント

近代五種(MP)ポイントは、各種目での五種競技の成績に応じて付与されます。

1.18.2 結果の表示
i) 各イベントの競技会終了後すぐに、イベントディレクターは結果チームから受け取った結果をテクニカル
デリゲートに提示しなければならず、テクニカルデリゲートは配布前にデジタル形式で署名する必要があ
ります。すでに争われている種目の後に蓄積された結果と、オブスタク、水泳、またはレーザーランの開
始順についても、同じ手順に従う必要があります。競技会にチームによる分類もある場合、チームの結果
出力も署名して配布する必要があります。

ii) UIPMカテゴリーAの大会では、競技期間中、異なる競技の結果と蓄積された結果を大型のディスプレイ
スコアボードに表示する必要があり、各イベントの最後には、オンラインの結果もコーチやメディアに配
布する必要があります。開始オーダーについても同じ手順が適用されます。

iii) カテゴリーAとBのフェンシング競技では、チームと観客の試合のラウンドごとの結果を作成することが
義務付けられています。ラウンドの結果は、大型ディスプレイに表示する必要があります。

iv) カテゴリーAのレーザーラン競技では、イベント中、スコアボードに競技の進行と射撃場での結果を表示
する必要があります。

1.18.3 最終順位とポイント
i) レーザーランフェーズで最初にフィニッシュラインを通過した五種競技選手/チームが勝者となります。
ii) 勝者の合計スコアのポイントが少ない場合、近代五種競技のポイントをこの五種競技/チームに追加して、
五種競技のスコアが同じになるようにする必要があります。

iii) すべての五種選手/チームの最終結果リストは、競技の終了時に作成されます。このリストは、参加して
いるすべてのNFおよびUIPMデリゲートが出発する前に、LOCによってデジタル形式で配布する必要があり
ます。総合ランキング順位は、以下のように決定されます。
a) ファイナルに出場する五種選手/チームは、レーザーランフェーズ後の順位に応じて1位から18位にラ
ンクインします。

b) U15、U17、U19の決勝に出場する五種選手は、レーザーランフェーズ後の順位に応じて1位から36位
にランクインします。

c) 準決勝に出場し、決勝に進出できなかった五種競技選手は、それぞれの準決勝グループで達成した近
代五種の合計ポイント数に応じて、19位から36位にランクインします。

d) 予選に出場し、準決勝に進出できなかった五種競技選手は、それぞれの予選グループで達成した近代
五種競技の合計ポイント数に応じて、37位以降にランク付けされます。

e) 同点の場合は、1.18.4  i)  b)及びc)に記載されている項目が適用されます。



1.18.4 同着（同点）
i) 2フェーズ、3フェーズ、または4フェーズ後に2人以上のアスリートが同点の場合、最後のフェーズで最
高の結果を得たアスリートが上位にランク付けされます。それも同点の場合、その前のフェーズで最も優
れた結果を得たアスリートが上位にランク付けされます。それでも同点の場合は、五種競技世界ランキン
グ(PWR)が高い選手が1位になります。

ii) 選手がレーザーラン(ランニング/シュート)フェーズを同点で終えた場合(フォトフィニッシュでは順位を
決定できません)、レーザーラン(ランニング/シュート)で最高成績を収めた選手が上位に位置付けられます。
それでも同点の場合、直前のフェーズ(水泳)で最良の結果を得た選手、それ以降(オブスタクル、フェンシ
ング)で最も高い結果を得た選手がより高い位置に配置されます。それでも同点の場合、五種世界ランキン
グ(PWR)の順位が上位にランクインします。

iii) これは、予選後のポイント数引き分けにも同様に適用され、グループ間でペントアスリートをランク付
けします。

1.18.5 個人競技のチーム分類
i) 個人競技の終了時に、上位3人のチームメンバーの結果を含めます(4人のアスリートの場合は、上位3人
のみがカウントされます)。各国上位点3人の総合計得点によって、チーム分類の結果が決まります。

ii) 競技会にエントリーした選手が最低3人のチームのみがチーム分類にランク付けできます。
iii) ファイナルに出場した選手の数が多いチームは上位にランクされます。ファイナルに3人(またはそれ以
上)の選手がいるチームは、2人のチームよりも上位にランクされます。ファイナルに2人の選手がいるチー
ムは、1人のチームよりも上位にランクされます。ファイナルに1人の選手がいるチームは、0人のチームよ
りも上位にランク付けされます。必要に応じて、セミファイナルの結果にも同じロジックを適用する。

iv) ファイナルへの出場権を獲得した選手は、最終結果を使用しなければならない。
v) 準決勝に進出したが、決勝には出場できなかった選手は、準決勝の結果を使用しなければならない。

vi) セミファイナルに進出できなかった選手は、予選の結果がカウントされます。
vii) 同数の選手で構成されたチームによる決勝戦では、最高得点のチームが勝者となります。同点の場合は、
第1.18.4条が適用されます。同点を破ることが不可能な場合、両者は同等と宣言されます。

1.18.6 賞と表彰
i) UIPM世界選手権では、UIPM/LOCが提供するリボン付きのメダルは以下の通りです。

a) 金メダルは、個人及び1位チームの各チームメンバー並びにリレーで1位に入賞した選手に授与される。
b) 2位には銀メダルが授与されます。
c) そして3位には銅メダルが授与されます。

ii) UIPMワールドカップ決勝の個人戦優勝者にも同様で、賞金も授与されます。

パートＥ –競技会の運営

1.19 五種競技世界ランキング(PWR)リスト
1.19.1 公式のリスト

i) PWRは、五種選手のランク付けに使用される主要なリストです。これには、過去12か月間に開催された
少なくとも3つの国と12人のアスリート(正しく登録され、現在UIPMにライセンスされている)が参加する
UIPM国際大会での上位3位に応じて、五種選手に与えられるランキングポイントが含まれます。この12ヶ
月間に、チャンピオンシップやシリーズファイナルなど、同じ種類の大会が2つある場合(例:2 CCh、2 WCh、
2 WCF)、最新の大会のみがPWRに含まれます。ジュニアの場合、U19、U17、U15は、過去12か月間のそれ
ぞれの年齢層の最高位をカウントします。

ii) すべての五種選手は、競技のレベルと、以下の付録1のPWRポイント表に指定されている最終順位に応じ
てPWRポイントを獲得します。大会を完走した五種選手のみがPWRポイントを獲得できます。

iii) シニア、ジュニア、U19、U17、U15の男女別のPWR個人リストがあり、各大会後にUIPMのウェブサイト
で更新され、TD/NTOによる結果の定期的な確認が行われます。PWRリストは、年齢層、性別、日付によっ
て識別されます。フェンシング、障害物、水泳、レーザーランで構成される競技のみがユースオリンピッ
クPWRにカウントされます。

iv) ジュニアおよびユースのアスリートは、対応する年齢層のPWRリストに含まれ、これらの年齢層の大会
に出場する場合は上位のPWRリストに含まれる。シニア大会に出場するジュニア選手は、ジュニアPWRで
シニアPWRポイントを獲得し、シニアまたはジュニア大会に出場するU19選手は、U19 PWRでシニア/ジュ
ニアPWRポイントを獲得します。



v) 年間にシニアまたはジュニアリレーの競技会の数が3回を超える場合は、国別の混合チームリレーPWR
と国別のチームリレーPWRも公開する必要があります。

vi) オリンピックとユースのオリンピックランキングには、別々のPWRリストが作成されます。

1.19.2 UIPM競技会のレベル
i) PWRを設立する目的で、UIPM競技会は4つのレベルに分かれています。

レベル1：オリンピック、世界選手権、ワールドカップ決勝
レベル2：大陸選手権/大陸大会、ワールドカップ大会、レベル2の基準を満たす競技会
レベル3：レベル3の基準を満たす地域選手権/地域大会及び国際世界ランキング大会

レベル2の基準を満たさない各選手権、ワールドカップ大会
レベル4：大陸選手権、ワールドカップ大会、地域選手権、国際世界ランキング大会で、レベル3の基

準を満たさない競技会
ii) 競技会レベル2～4を決定するための基準：

NAT= 出場国数：大会に出場した国のうち、5種目すべてに最低1人の五種選手が出場した国のみ
ATH = 五種選手の数：シニア、ジュニア、U19、U17の5つの種目すべて、またはU15の4つの種目すべて

を完了した五種選手のみが考慮されます。
DNF と EL は有効な結果です。
DNS とDSQ はカウントされません。
アスリートは、以下の最低限の結果を達成している必要があります：

シニアとジュニア：男性875 ポイント、女性800 ポイント
U19 およびU17：男性775 ポイント、女性700 ポイント
U15：男性665 ポイント、女性600 ポイント

‘%’   = 現在のPWRリストの上位100位以内にあるペントアスリートの割合(%)を示します。

1.19.3 PWRに適用されるタイブレーカー
i) PWRリストでは、2人以上の五種選手が同数のPWRポイントを蓄積している場合、上位にランクされた
ペンタロン選手が、含まれる3つの競技で最高位を達成した選手となります。

ii) PWRポイントが等しい場合、直近の大会で最も多くのPWRポイントを獲得した五種競技選手が上位にラ
ンクインします。

iii) PWRポイントがまだ同じである場合、上位に入賞した五種選手は、直近の世界選手権でより多くのPWR
ポイントを獲得した選手です。



1.19.4 ワールドカップの順位
i) ワールドカップ順位リストは、各ワールドカップの後に公開され、毎年恒例のワールドカップシリーズ
の上位3つの結果からのPWRポイントを使用して作成されます。各ワールドカップ大会のすべての競技者に
は、順位に応じてポイントが割り当てられます。

ii) ワールドカップのポイント表はPWRと同じです。
iii) ワールドカップファイナルでは、上位33人(または32人)の五種選手の予選は、ワールドカップ競技の上
位3つの結果を加えて計算されます。結果が3つ未満の場合、五種競技は1つまたは2つの競技の合計ポイン
ト数に従って配置されます。同点の場合は、第1.19.3条が適用され、イベントの代わりにワールドカップの
大会がカウントされます。最後の世界チャンピオン、またはオリンピックイヤーにはオリンピックチャン
ピオン、そして開催国の2人の五種選手が、他の方法で資格がない場合は、最後の位置を占めます。開催国
の五種競技選手は、国際レベルでの近代五種競技の経験がなければなりません。五種競技選手がワールド
カップ決勝戦に参加しなかった場合、ワールドカップ順位リストの最初のリザーブ五種選手と交代する。

iv) ワールドカップ決勝で最初にフィニッシュラインを通過した五種選手には、「近代五種ワールドカップ
シリーズの優勝者」の称号が与えられます。

v) ワールドカップの最終順位は、ワールドカップ決勝の結果に基づいて決定されます。
vi) ポイントが同点の場合、上位にランクされたアスリートは、含まれるワールドカップ大会で最高位を達
成したアスリートです。それでも同点の場合は、直近のワールドカップ大会で上位に入賞した選手が上位
に入賞します。それでも同点の場合は、ワールドカップで最も多くのイベントに参加したアスリートが結
果リストの上位に表示されます。

1.20 近代五種世界記録
近代五種の世界記録は、各性別とカテゴリー(シニア、ジュニア、19歳以下、17歳以下、15歳以下)のカテゴ

リー「A」の競技会でのみ達成できます。世界記録は、各種目の五種競技選手に罰則が適用されていない場合に
のみ検証できる。

i) 個人、チームリレーは同性・同国の2選手による、混合チームリレーは性別・同国籍の2選手による記録
が設けられる。。

ii) 異なるレコードは次のとおりです。
オブスタクル –任意のコースでの最速タイムと、それに対応する五種競技のポイント。
水泳 – 25mプールと50mプールの200mを超える最速タイムとそれに対応する五種競技ポイント
レーザーラン –どのコースでも最速のタイムと、それに対応する五種競技のポイント。
総合ポイント –競技会全体で最も多くの五種競技ポイント。

iii) リレー世界記録は、最低12チームが存在する場合にのみ確立されます。
iv) 大陸ベストとパーソナルベストは、統計目的で記録される場合があります。

1.21 安 全
1.21.1 五種選手の責任

五種選手は、武装し、装備し、衣服を身に着け、自己意思と自己責任で競技を行いますが、各分野のすべ
てのルールを遵守しなければならないことを条件とします。

1.21.2 安全対策とLOCの責任
本規則に定める安全対策及び基準は、五種競技選手の安全性を高めるためのものであるが、それを保証す
るものではない。したがって、それらがどのような方法で適用されるにせよ、UIPMの側、または競技会の主
催者、またはそのような組織を支援する専門家や人員、または事故を引き起こす可能性のある人に責任を負
わせることはできません。

1.21.3 用具
競技会に参加するすべての五種競技選手は、本規則、技術用具規則、およびUIPMが定めるその他のガイド
ラインに定められた要件に準拠した用具を使用しなければならない。

1.21.4 行動
異なるイベントに参加する、または参加するすべての人は、適切かつ秩序ある方法で行動しなければなり
ません。競技中、何人もFOPに近づいたり、五種競技選手に助言したり、審判やその他の行為者を批判した
り侮辱したり、審判の決定前に拍手をしたり、その他の方法でイベントの組織やプレゼンテーションを妨害
したりすることは許されません。レフリーは、可能な場合、競技の円滑な運営を妨げる行為を直ちに停止す
ることができる。
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1.21.5 FOPへの入場
イベントエリアには、以下の方のみ入場できます。
i) UIPMの会⾧および執行委員会のメンバー

ii) UIPM技術代表団/全国技術オブザーバー
iii) UIPMメディカルスーパーバイザー
iv) 上訴審判員のメンバー
v) 五種選手は、ナショナルユニフォームを着て、それぞれが自分のチームのメンバーと一緒に行くことが
許可されており、同じくナショナルユニフォームを着ています。

vi) 指名された審判員、補助者、およびLOCによって特別に認定された人物

1.21.6 入場制限
イベントエリア内に制限付きフェンスエリア(ボードでマークされているなど)またはコーチ用ゾーンとして
特別に指定されたエリアがある場合、ペントアスリート、コーチ、審判、グラウンドジャッジ、タイムキー
パー、スコアラー、UIPM TD/NTO全員が自分のナショナルユニフォームを着てこのエリアに滞在することが
できます。その他の者は、組織委員会が割り当てたエリアに滞在しなければならない。

1.21.7 コーチ用ゾーン(ZFC)
i) 組織委員会は、FOPに隣接する任意の分野およびトリビューンに、その旨を明記したZFCまたはZFCを設
置することができる。

ii) ZFCのすべてのコーチは、第1.22.2条に従ってナショナルユニフォームを着用しなければならない。
iii) ZFC内のNFのコーチの数は、当該種目で競技するそのNFのペントアスリートの数を超えてはならない。

1.22 選手、役員、NFSおよびそのメンバー、LOCおよびLOCメンバーの義務
1.22.1 宣 言

五種選手、チームオフィシャル、UIPM競技会のLOCのメンバーは、UIPM規則とUIPM規則に従い、フェア
プレーの原則を尊重する義務があります。五種選手及びチームオフィシャルは、五種選手及びチームオシア
ルオフィシャルに対するUIPM義務宣言書及びUIPM仲裁裁判所の受諾に関する宣言書に署名する義務がありま
す。UIPMスポンサープログラム内で無料で機器を受け取る五種選手およびチーム関係者は、マーケティング
宣言に署名する義務があります。

1.22.2 服 装
i) 五種選手は、各種目の規則に規定されている服装と用具を着用しなければならない。

ii) その他の選手は、少なくとも国内連盟のトラックスーツによって適切な服装する必要があります。
iii) 五種選手は、汚れた衣服や、五種競技のNF以外のNFに属するマーク、旗、エンブレム、国名、都市名で
競技することは認められません。

iv) 不適切な服装をした五種選手やその他の選手は、罰則や懲戒処分の対象となります。
v) NFは、毎年の最初のワールドカップの前に、来年度のユニフォーム(ナショナルユニフォーム)の写真を
含む詳細をUIPMに提出し、FOP全体およびコーチのゾーンでそれに応じてチームユニフォーム(アスリート
とコーチ用)を使用することを約束するものとします。

1.22.3 用具および用具管理
i) LOCは、認定センターのチームチームと五種選手に、いつ、どこで機器を検査するかを通知する必要が
あります。

ii) 五種選手は、各UIPMの競技会のタイムテーブルに記載されている時間に、イベント中に使用する予定の
機器を持参して、機器管理チェックセンターに出席する義務があります。

iii) 装備管理チェックセンターに渡す物品の数は、フェンシングの五種競技選手1人につき4つの武器、3つ
のボディワイヤー、2つのマスクと1つのグローブ、レーザーランのピストル2つに制限されています。各国
は、自国の装備品をバッグに入れてセンターに提出する必要があります。

iv) チェックされた用具には特徴的なマークが入っており、イベント開始の最低1時間前に、また最初のイベ
ント開始の1日前には1日限りの競技会でチームキャプテンに手渡されます。

v) 最終チェックは、各イベントで、対応する章のルールに従って行われます。五種選手は、用具にチェッ
クマークが付いていない場合、競技を開始することはできません。用具規定を遵守していない五種選手や
チームは、罰せられる可能性がある。。



1.22.4 スタート番号
フェンシング、オブスタクル、レーザーランの開始順を示すスタート番号は、UIPMビジュアルガイドライ
ンに従ってLOCから提供され、アスリートは着用する必要があります。。

1.22.5 アンチ・ドーピング
ペントアスリートは、UIPMアンチ・ドーピング規則および手順に従ってドーピング管理を受け入れ、受け
る必要があります。

1.22.6 保 険
すべてのNFは、UPMルールに基づいて開催される競技中の事故や病気を含むすべての関連するリスクに対
して、ペントアスリートと選手が適切に保険をかけられていることを確認する必要があります。LOCおよび
UIPMは、UIPMコンペティションにエントリーした代表団のメンバーによって引き起こされた傷害、身体的損
害、または病気について、金銭的またはその他のいかなる責任も否認します。

1.22.7 喫 煙
すべての競技会場での喫煙は禁止されています。

1.23 規 律
異なるイベントに参加するすべての人は、秩序を保ち、競技会の円滑な運営を妨げてはなりません。五種選

手は、ウォームアップ期間を含むイベント全体を通じて、善良な行動を示し、当局の命令と決定を尊重しなけ
ればなりません。彼らは、審判員の規則と決定を遵守し、イベントディレクターと審査員のメンバーに敬意を
払い、審判と裁判官の命令、要件、および命令に従わなければなりません。この規則に違反した場合は、UIPM
規則に従って訴訟を提起する責任があります。

1.23.1 懲戒処分
五種選手には罰則と処罰が適用されます。懲戒処分は、UIPM倫理規定に従って適用されます。

1.23.2 選手に対する罰則
五種選手による競技規則の違反は、UIPM競技規則に定められているとおり、罰則の対象となる。各イベント

のルールは、オプションの要素と課せられるペナルティの種類を定義します。
i) ペナルティは審判によって適用され、審判は直ちに選手および/またはコーチに通知し、違反の性質とペ
ナルティを登録しなければならない。

ii) 課せられる可能性のあるペナルティは、スタート禁止、警告、時間とポイントのペナルティ、および敗
退です。

1.23.3 選手に対する処罰
五種選手によるフェアプレー及び非スポーツマン行為の原則の違反、並びにUIPM規程、UIPM倫理規定、及び

全てのUIPM規則および決議に対する違反は、懲戒処分の対象となる。UIPM倫理規定は、懲戒処分の要素と前提
条件、及び課せられる種類を定義しています。

1.23.4 懲戒措置 -その他の者
UIPMのコーチ、トレーナー、組織、UIPMのメンバー、UIPMのメンバー、UIPMの個々のメンバー、UIPM委員

会のメンバー、観客がUIPMの規則、UIPMの倫理規定、その他のUIPMの規則、またはUIPMの機関の決議に反す
るフェアプレーおよび非スポーツマン行動の原則に違反した場合、懲戒処分の対象となります。

1.23.5 懲戒措置 - NFおよびLOC 
NFおよびLOCに対する制裁については、UIPMの定款、内部組織に関する規則、およびUIPMの倫理規定を参照

してください。

1.23.6 罰則の決定
当該事象の規則に基づく所轄官庁による罰則に関する決定で、その時点で口頭による苦情の対象とならな

かったもの、またはその直後の抗議の対象とならなかった場合は、その責任となります。これらの場合、法的
な審理は行われません。罰則が科せられた場合、所轄官庁は、直ちに五種競技選手、そのチームの代表者、ま
たはその他の関係者に罰則の事実と条件を通知し、罰則の種類と理由を登録する。



1.23.7 失権と失格
i) 失権(EL)：失権は、故意に行われていない可能性のあるイベントのルールに関する重大なミスに対するペ
ナルティです。種目から脱落した五種競技選手は、当該種目で0点を獲得しますが、競技会の次の種目に出
場することが認められます。

ii) 失格(DSQ)：失格とは、イベントのルールを故意に回避しようと試みた場合、または故意に回避した場合
の罰則です。ある種目で失格となった五種競技は、その競技会のその後の種目には出場しない。

iii) スポーツマンシップに反する行為(DQB)による失格：スポーツマンシップに反する行為が重篤なケースの
場合、ペントアスリートはDQBを受けることができる。この場合、五種競技者は、その競技会のその後の
種目にも、また、選手権のいかなる競技にも出場しない。さらなる制裁が適用される場合があります。

1.23.8 口頭による苦情
i) レフリーがフィールド上の事実に基づいて下した決定は最終的なものであり、異議を申し立てたり、抗
議したりすることはできません。

ii) 五種選手またはその他の関係者が、審判員の決定が間違っていると信じている場合、決定を下した当該
審判員に決定の説明を求めることができる。説明が満足のいくものでない場合、彼は口頭での苦情により、
丁寧に、形式的にはなく、問題を関連するイベント規律ディレクターに持ち込むことができます。口頭で
の苦情は、競技会によって行われた行動に関して、五種選手またはチームによって行われた不満の口頭で
の表現です。

1.23.9 抗 議
i) 口頭での苦情に関する決定は、上訴審判員への抗議の対象となります。抗議は、競技会が下した決定に
対する不満の表現です。すべての抗議は、UIPMのウェブサイトで入手可能なUIPMフォームを使用して、関
連する記事を参照し、英語の書面で提出し、問題の決定から15分以内に行う必要があります。

ii) 抗議は、結果の誤り、または次のイベントの五種選手のスタート場所に影響を与える前のイベントの
UIPM競技規則の違反に言及している場合、関連するイベントの終了前に口頭で提起することができます。

iii) すべての抗議には、60ユーロまたは兌換通貨での相当額の保証金を添付する必要があります。抗議が成
功した場合、その金額は抗議を提起した人に返還され、不当な抗議の場合、保証金はUIPMの所有物となり
ます。

1.23.10 抗議または上訴による中断
i) 抗議により機器のチェックが義務付けられていない場合、競技は中断されることなく続行されます。

ii) 上訴審判員が再試合を命じた場合、これは可能な限り早い機会に行われる。
iii) このような抗議や上訴が不当と判断された場合、その選手は罰せられる。
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